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2025／５
第54号

C O N T E N T S

東近江市五個荘金堂町の中江勝治郎邸

　滋賀県神崎郡南五個荘村金堂（現 東近江市五個荘金堂
町）で三中井呉服店を創業した中江勝治郎（1872─1944）は
1905年、大韓帝国にわたり、兄弟４人で三中井商店を設立
し、日韓併合の翌年（1911）には京城に本拠を移転する。そ
して朝鮮、満州及び中国大陸に18店舗を有する百貨店を展
開。1945年、日本が終戦を迎えた時には朝鮮、満州および

中国大陸で最大の百貨店チエーンとなり、当時日本最大の
売り上げを誇った三越の売り上げをしのいでいた。しかし、
敗戦後、対外資産をすべて失い三中井百貨店は消滅。いま
では幻の百貨店といわれている。本号では、その三中井百
貨店の興亡を直接関係者から聴取された末永國紀氏の講演
録をまとめ、三中井百貨店の興亡を紹介する。

特集　「三中井百貨店の興亡」
末永  國紀 氏　講演録
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近江商人屋敷が多数にのぼる金堂地区、なまこ壁に勝治郎邸とその先が準五郎邸

第
１
章　

三
中
井
本
部　

金
堂
村

理
事
長
あ
い
さ
つ

　

本
日
は
末
永
先
生
に
は
、
三
中
井

さ
ん
に
関
し
て
、昭
和
戦
争
前
、戦
中

に
お
け
る
変
遷
を
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
私
は
、
昭
和
23
年
、
五
個
荘
町

金
堂
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
中
江

富
十
郎
さ
ん
や
、
こ
こ
の
当
主
だ
っ

た
勝
治
郎
さ
ん
も
存
じ
上
げ
ま
せ
ん

が
、
中
江
さ
ん
と
は
、
思
い
出
が
い

く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

　

中
江
勝
治
郎
邸
は
金
堂
に
あ
っ
て

も
大
き
な
お
城
の
よ
う
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
近
代
的
な
建
物
で
し

た
。
西
久（
西
村
久
次
郎
）さ
ん
は
家

が
近
か
っ
た
の
で
お
婆
さ
ん
に
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
富
十
郎

さ
ん
宅
は
い
ま
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
堂

ま
ち
な
み
保
存
会
の
交
流
館
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
立
派
な
灯
籠
が
あ
り
、

戦
後
は
食
品
ス
ー
パ
ー
を
さ
れ
、
い

ち
早
く
オ
ー
ト
三
輪
を
購
入
し
、
テ

三
中
井
百
貨
店
の
興
亡　
　
講
師
　
末
永 

國
紀 

氏

三
方
よ
し
講
座

　
私
が
三
中
井
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
一
生
懸
命
に
調
べ
た
の
は
30
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
で
、
こ
の
度
三
方
よ

し
研
究
所
か
ら
「
三
中
井
に
つ
い
て
話
せ
」
と
い
わ
れ
、
昨
日
ま
で
古
い
資
料
を
整
理
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
中
江
勝
治
郎
邸
で
話
す
こ
と
に
な
る
と
は
意
外
な
感
じ
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　 

（
末
永
） 

　

ま
ず
は
金
堂
村
の
こ
と
か
ら
話
を

す
す
め
ま
す
。
滋
賀
県
物
産
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
明
治
13
年
頃
の
金
堂

村
の
村
勢
は
、
江
戸
時
代
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　

明
治
13
年
頃
、
人
口
が
８
９
５
人
、

内
訳
は
平
民
１
９
６
軒
、
農
業
１
１

レ
ビ
が
普
及
す
る
前
に
は
街
頭
テ
レ

ビ
を
設
置
し
た
り
、
私
が
通
っ
て
い

た
五
個
荘
南
小
学
校
に
も
多
額
の
寄

付
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

中
江
正
次
さ
ん
は
、
ワ
コ
ー
ル
の

役
員
を
お
勤
め
で
人
事
関
係
の
仕
事

を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
百
貨

店
会
計
に
は
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
前
、
戦
中
に
こ
の
よ
う
な
田
舎
に

三
越
を
抜
く
よ
う
な
百
貨
店
の
本
店

が
あ
る
と
は
、
信
じ
て
も
ら
え
な
い

よ
う
な
こ
と
で
す
が
、永
年
、三
中
井

百
貨
店
に
つ
い
て
ご
研
究
を
さ
れ
て

き
た
末
永
先
生
か
ら
、
三
中
井
百
貨

店
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
、
満
州
や

韓
国
で
ア
ジ
ア
一
の
小
売
業
と
な
っ

た
か
な
ど
の
お
話
を
、
こ
の
よ
う
な

場
所
で
、
お
聞
き
で
き
る
の
は
大
変

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

８
軒
、
手
工
業
的
な
も
の
が
11
軒
、

そ
れ
か
ら
商
業
が
67
軒
あ
り
ま
し
た
。

農
業
を
し
つ
つ
も
副
業
と
し
て
機
織

り
や
雨
傘
を
作
っ
て
お
り
、
職
人
は
、

大
工
、
左
官
、
桶
職
な
ど
ま
さ
に
江

戸
時
代
そ
の
も
の
で
す
。

　

問
題
の
商
業
は
「
呉
服
太
物
及
荒

物
小
間
物
造
酒
造
醤
油
等
の
商
業
に
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出店所在地 営業種 出店年月日 町村字名 氏　名
朝鮮大邱 呉服太物 大正12（1923） 御園村寺 山田重一 明治期＝ 63％
朝鮮京城 呉服太物 明治40（1907） 御園村中小路 山田留吉 同村から
朝鮮京城 呉服太物 明治44（1911） 御園村中小路 梅本定吉 呉服類＝ 54％
朝鮮京城 呉服太物 明治44（1911） 御園村中小路 広田鹿造 朝鮮＝ 67％
朝鮮元山 金庫 明治44（1911） 御園村妙法寺 山田栄三郎
朝鮮 綿布 明治17（1884） 八日市町浜野 高瀬政太郎
ハルピン 絹織物雑貨 明治40（1907） 八日市町金屋 梅原米治良
台湾台南 提燈雨傘油紙 明治31（1898） 旭村奥 西　藤吉
大連市 呉服 大正１（1912） 旭村北町屋 加地兼次郎
朝鮮京城 小間物呉服 大正４（1915） 南五個荘村金堂 中江和平治
朝鮮京城 呉服 明治45（1912） 南五個荘村金堂 中江勝治郎
台湾台北 呉服 明治34（1901） 南五個荘村七里 奥野磯治郎
朝鮮平壌 呉服 明治40（1907） 北五個荘村宮荘 竹中佐治郎
朝鮮平壌 石粉寒水石 大正11（1922） 北五個荘村宮荘 竹中佐治郎
朝鮮京城 精米 明治43（1910） 北五個荘村宮荘 竹中治兵衛
朝鮮大邱 雑貨 明治35（1902） 北五個荘村和田 中村平四郎
朝鮮京城 雑貨 大正８（1919） 北五個荘村和田 中村忠一郎
朝鮮慶尚南道晋州 陶器 大正２（1913） 北五個荘村和田 中村忠七
加奈陀 材木 大正12（1923） 五峰村山路 小南仁三郎
青島 呉服太物 大正５（1916） 能登川村能登川 馬場長兵衛
大連 呉服太物 明治34（1901） 能登川村北須田 小島新三
朝鮮忠清南道礼山郡 荒物 大正１（1912） 八幡村種 森 又五郎
朝鮮釜山 家具 明治41（1908） 八幡村小川 中田久弥
北米桑港 雑貨 明治33（1900） 栗見荘村新宮東 森野庄吉

図１　神崎郡の大陸出店一覧表（『近江神崎郡志稿』上巻）

近江商人屋敷として公開されている中江準五郎邸の庭園

勝治郎邸で講演される末永國紀氏

末永　國紀  略歴
1943年福岡県生まれ、佐賀県出身。同志社大学経済学部
卒業、同大学院経済学研究科博士課程修了。経済学博士。
京都産業大学経済学部教授を経て同志社大学経済学部教
授。現在、同志社大学名誉教授。（一財）近江商人郷土館
館長。NPO法人三方よし研究所顧問。著書多数。瑞宝中
綬章受章（2025年）。

し
て
、他
国
へ
出
店
を
設
け
る
も
の
一

三
戸
あ
り
て
、
行
商
を
事
と
す
る
も

の
一
二
人
あ
り
」
と
な
っ
て
お
り
、金

堂
の
商
売
家
の
比
率
は
34
・２
％
で
す
。

神
崎
郡
中
で
商
工
の
比
率
が
30
％
を

超
え
て
い
る
村
々
は
ど
れ
だ
け
あ
っ

た
か
と
い
う
と
、金
堂
を
含
め
、宮
荘
、

竜
田　

北
町
屋
、
新
堂
、
山
本
、
八

日
市
、
小
幡
、
中
、
能
登
川
、
猪
子
、

北
須
田
、
川
並
、
塚
本
、
金
堂
、
七
里
、

佐さ

生そ

の
16
カ
所
で
、
こ
の
辺
の
村
々

と
い
う
の
は
商
業
が
非
常
に
盛
ん
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

図
１
は
、
昭
和
の
は
じ
め
神
崎
郡

の
大
陸
出
店
一
覧
表
で
、
全
部
で
24

軒
あ
り
ま
す
。
出
店
し
た
時
期
と
し

て
は
明
治
40
年
前
後
が
一
番
多
く
、

呉
服
太
物
を
扱
っ
て
い
る
店
が
最
多

で
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
出
身
の

市
町
村
を
見
ま
す
と
、
特
徴
的
な
こ

と
は
同
じ
村
か
ら
何
人
か
ま
と
め
て

出
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
御
園
村
中
小
路
か
ら
３

人
、
性
が
同
じ
で
す
か
ら
一
族
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
３
軒
以
上
出
て
い
る

と
こ
ろ
は
宮
荘
も
、
や
っ
ぱ
り
性
が

一
緒
で
竹
中
と
い
う
一
族
で
し
ょ
う
。

北
五
個
荘
の
和
田
か
ら
も
中
村
が
３

軒
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
昭
和
の
初
め

に
大
陸
に
出
て
い
ま
す
。
中
国
は
ま

だ
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
北
米
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ（
桑
港
）や
カ
ナ
ダ（
加
奈
陀
）

に
も
行
っ
て
ま
す
。



三　方　よ　し令和７年５月20日 第54号（4）

　

中
江
勝
治
郎
さ
ん（
写
真
３
）は
三

中
井
に
と
っ
て
３
代
目
で
す
。
お
じ

い
さ
ん
の
代
か
ら
勝
治
郎
と
名
乗
ら

れ
、
本
人
は
３
代
目
で
、
４
代
目
の

勝
治
郎
さ
ん
は
、
養
子
の
修
吾
さ
ん

が
勝
治
郎
を
名
乗
っ
た
の
で
、
勝
治

郎
さ
ん
は
４
人
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
が
初
め
て
三
中
井
さ
ん
に
史

料
調
査
に
行
っ
た
の
は
、
１
９
９
３

年
９
月
24
日
で
す
。
３
代
目
の
命
日

が
９
月
25
日
で
、
ち
ょ
う
ど
50
回
忌

を
や
っ
た
直
後
だ
っ
た
か
ら
、
画
像

が
掛
け
て
あ
り
写
真
を
撮
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

図
３
は
中
江
勝
治
郎
さ
ん
の
履
歴

書
の
抜
粋
で
す
。大
正
13
年（
１
９
２

４
）に
北
米
商
業
視
察
に
出
か
け
ら

れ
た
時
に
八
日
市
警
察
署
に
出
さ
れ

た
も
の
を
簡
単
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

明
治
５
年
正
月
27
日
の
生
ま
れ
、
明

新
小
学
校（
尋
常
小
学
校
の
前
身
）

を
卒
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
勝
治
郎

さ
ん
は
、
高
等
小
学
校
の
ご
出
身
で
、

美
濃
・
伊
勢
・
尾
張
へ
呉
服
の
卸
し

商
の
見
習
い
を
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
こ
れ
に
よ
っ
て
近
江
商
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
わ
け

で
す
。

　

明
治
30
年
に
６
月
に
お
父
さ
ん
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
相
続
し

て
そ
の
遺
業
で
あ
る
呉
服
商
を
経
営

し
、
明
治
38
年
に
は
朝
鮮
大
邱
に
呉

服
商
店
を
初
め
て
設
置
し
て
い
ま

す
。
明
治
38
年
と
い
う
と
日
露
戦
争

の
真
っ
最
中
、
ロ
シ
ア
に
勝
つ
か
負

け
る
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
時
に
大

規
模
な
店
を
出
し
て
い
ま
す
。
明
治

44
年
３
月
に
そ
れ
ま
で
の
呉
服
商
を

ま
と
め
て
朝
鮮
の
京
城
に
移
し
て
６

月
に
開
店
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

京
城
は
現
在
の
ソ
ウ
ル
付
近
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
か
ら
大
正
２
年
に
は
６

月
に
朝
鮮
元
山
、
大
正
５
年
に
釜
山

と
支
店
を
設
け
、
大
正
７
年
４
月
に

は
京
都
市
に
仕
入
れ
店
を
創
設
す
る

と
さ
ら
に
翌
年
に
は
、
平
壤（
現
在

の
平
壌
）に
支
店
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
11
年
２
月
に
は
本
支
店

を
合
わ
せ
て
株
式
会
社
三
中
井
を
組

織
し
、
資
本
金
２
０
０
万
円
で
自
分

が
社
長
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

履
歴
書
で
は
同
年
の
５
月
、
南
五

個
荘
村
の
村
会
議
員
に
当
選
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
以
前
に
も
村
会
議
員

に
当
選
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
同

３
月
に
は
東
京
市
、
翌
４
月
に
は
岐

阜
県
大
垣
市
に
そ
れ
ぞ
れ
支
店
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
大
正
13
年
、
出
発

す
る
年
の
４
月
に
東
京
市
の
道
玄
坂

（
渋
谷
）に
支
店
を
設
置
し
て
、
６
月

に
北
米
視
察
に
出
か
け
て
い
る
の
で

す
。

第
２
章　

中
江
勝
治
郎
の
北
米
商
業
視
察

写真４　北米商業視察の記念写真
　　　　右 小泉重助　中 中江勝治郎　左 小泉精三

写真３　三代目中江勝治郎
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そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
禁
酒
法

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
法
律
が
施
行

さ
れ
、
シ
カ
ゴ
の
辺
り
で
は
ギ
ャ
ン

グ
の
ア
ル
カ
ポ
ネ
が
大
威
張
り
だ
っ

た
時
代
で
す
が
、
勝
治
郎
さ
ん
は
お

酒
を
た
し
な
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
意

に
介
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
間
の
旅

行
記
を
手
帳
に
書
き
残
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
海
外
旅
行
に
初
め
て
行
っ
た

と
こ
ろ
で
日
記
を
残
す
と
い
う
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
、
く
た

び
れ
果
て
て
い
る
は
ず
で
す
が
き
ち

ん
と
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
４
は
同
行
者
の
３
人
の
記
念

写
真
で
す
。
真
ん
中
が
中
江
勝
治
郎

さ
ん
、
右
側
に
腰
掛
け
て
い
る
の
が

五
個
荘
山
本
の
小
泉
重
助
さ
ん
、
左

が
小
泉
重
助
さ
ん
と
い
と
こ
関
係
に

あ
る
小
泉
精
三
さ
ん
で
通
訳
を
し
ま

し
た
。
勝
治
郎
さ
ん
が
明
治
５
年
、

あ
と
２
人
が
明
治
11
年
生
ま
れ
で

す
。
通
訳
を
し
た
小
泉
精
三
さ
ん
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

に
留
学
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で

す
。北
米
視
察
の
期
間
は
３
ヶ
月
、行

き
帰
り
に
１
ヶ
月
か
か
り
、
２
ヶ
月

間
見
聞
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
出
て
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル

ル
を
経
過
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

着
き
、
こ
こ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

移
動
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し

て
五
大
湖
を
通
っ
て
東
海
岸
に
出
て
、

ボ
ス
ト
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経

て
テ
キ
サ
ス
を
通
っ
て
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
帰
り
は
カ

ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ま
で
行
き
、

こ
こ
か
ら
横
浜
へ
帰
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
い
い
と
こ
ろ
全

部
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

　

シ
カ
ゴ
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
百
貨
店
を
視
察
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
時
の
店
内
の
観
察
日

記（
七
月
十
日
）に
は
、

「
洋
服
は
二
間
に
四
尺
巾
、
四
方
硝

子
戸
棚
に
し
て
両
面
の
硝
子
戸
を
は

づ
し
て
洋
服
を
掛
け
た
る
ま
ゝ
取
出

せ
る
仕
組
と
せ
り
、
其
間
に
洋
服
部

屋
と
も
云
ふ
べ
き
室
設
あ
り
て
ま
た

販
売
台
も
準
備
し
あ
り
、
洋
人
日
用

品
同
小
物
は
総
て
全
部
硝
子
の
台
に

て
、
中
に
は
客
前
上
方
に
金
箔
を
用

ひ
て
電
気
を
隠
し
て
電
光
を
放
た
し

め
、
角
は
皆
丸
形
と
し
一
区
毎
に
販

売
員
の
受
持
を
定
め
て
、
台
は
一
し

き
り
つ
ゝ
に
し
て
、
入
口
は
一
尺
四
、

五
寸
位
を
開
き
あ
り
て
き
ま
り
よ
く

見
え
、
ケ
ー
ス
の
全
部
朱
丹
に
し
て

立
派
な
る
に
一
驚
す
。」

　

と
非
常
に
克
明
に
描
写
し
て
い
ま

す
。
百
貨
店
内
は
間
接
照
明
だ
っ
た

の
で
す
ね
、「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
角
は
丸

く
な
っ
て
い
る
」。そ
こ
ま
で
見
て
い

る
ん
で
す
よ
。
要
す
る
に
、
商
品
を

入
れ
た
陳
列
な
が
ら
も
の
す
ご
く
立

派
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
非
常

に
詳
細
に
書
い
て
い
ま
す
。
初
め
て

行
っ
た
と
こ
ろ
の
印
象
記
な
の
で
す

図３　中江勝治郎の履歴書抜粋（大正13年５月15日）

図
３

中
江
勝
治
郎
の
履
歴
書
抜
粋

（
大
正
十
参
年
五
月
十
五
日
）

滋
賀
県
神
崎
郡
南
五
個
荘
村
金
堂
百
〇
壹
番
屋
敷

滋
賀
県
平
民
戸
主

中
江
勝
治
郎

明
治
五
年
正
月
二
十
七
日
生

一
明
治
二
十
年
三
月
明
新
学
校
高
等
一
級
卒
業
ス

一
同
年
八
月
ヨ
リ
美
濃
伊
勢
尾
張
へ
呉
服
卸
商
見
習
ヲ

ナ
ス

一
同
三
十
年
六
月
父
死
亡
ニ
付
家
督
相
続
シ
其
遺
業
ナ

ル
呉
服
商
を
経
営
ス

一
同
三
十
八
年
一
月
朝
鮮
大
邱
府
ニ
呉
服
商
店
ヲ
設
置

ス
一
同
四
十
四
年
三
月
従
来
ノ
家
業
タ
ル
呉
服
商
ヲ
朝
鮮

京
城
ニ
移
シ
テ
六
月
開
店
ス

一
大
正
二
年
六
月
朝
鮮
元
山
ニ
支
店
設
置
ス

一
同
五
年
釜
山
ニ
支
店
設
置
ス

一
同
七
年
四
月
京
都
市
ニ
仕
入
店
ヲ
創
設
ス

一
同
八
年
六
月
平
壌
ニ
支
店
ヲ
設
置
ス

一
同
十
一
年
二
月
各
本
支
店
ヲ
合
セ
テ
株
式
会
社
三
中

井
呉
服
店
ヲ
組
織
シ

其
社
長
ニ
推
サ
レ
在
職
中
ナ
リ

一
同
年
五
月
四
度
村
会
議
員
ニ
当
選
シ
目
下
在
職
中

一
同
十
二
年
一
月
村
長
ヲ
拝
命
シ
目
下
奉
職
中

一
同
年
三
月
東
京
市
ニ
呉
服
支
店
ヲ
設
置
ス

一
同
年
四
月
大
垣
市
ニ
支
店
ヲ
開
設
ス

一
大
正
十
三
年
四
月
東
京
市
道
玄
坂
ニ
支
店
ヲ
設
置
ス
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業
者
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
も
、
こ

れ
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
す
ぎ
て
参
考

に
な
ら
な
い
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
に
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
と
い
う
の
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
普
及

に
努
め
て
今
が
あ
る
の
で
す
。
今
は

水
素
ガ
ス
で
一
生
懸
命
に
な
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ

の
こ
と
を
見
に
行
っ
て
も
、
受
け
止

め
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
た
の
で

し
た
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、ア
メ
リ
カ
人

に
対
す
る
考
察
で
す
。
社
会
的
な
観

察
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
九
．
西
洋
人
の
公
衆
道
徳
観
念
の

強
き
に
驚
く
、
汽
車
中
暑
熱
炎
く
が

如
き
に
よ
く
乗
客
満
員
に
し
て
堪
へ

難
き
苦
痛
を
忍
び
、
端
然
と
し
て
容

姿
を
み
だ
す
こ
と
な
く
、
規
律
整
然

と
し
て
座
席
を
貪
ら
ず
、
車
内
を
汚

す
こ
と
な
く
清
潔
に
し
て
、
一
昼
夜

一
度
の
掃
除
も
な
さ
ざ
る
に
一
つ
の

塵
埃
も
生
せ
ず
、
洗
面
器
を
使
用
後

は
必
ず
自
ら
拭
ひ
、
常
に
清
潔
な
る

は
邦
人
の
い
た
く
範
と
す
る
に
足
ら

ん
。」

　

こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
や
っ
ぱ
り
真

摯
に
見
て
い
ま
す
。
私
も
同
じ
よ
う

な
感
想
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
と
い
う
ド
イ
ツ
の
飛

行
機
に
乗
っ
た
時
の
こ
と
で
す
、
手

洗
い
に
行
っ
た
時
、
見
事
で
し
た
ね
。

使
用
後
に
き
ち
ん
と
拭
い
て
あ
る
の

で
す
。
ど
う
す
る
と
全
員
が
使
っ
た

　

写
真
５
は
、
三
中
井
四
兄
弟
の
写

真
で
す
。
一
番
右
側
が
中
江
富
十
郎

さ
ん
で
す
。
三
男
で
す
。
と
な
り
が

長
男
の
中
江
勝
治
郎
さ
ん
、
そ
の
隣

が
次
男
の
西
村
久
次
郎
さ
ん
、
一
番

左
が
中
江
準
五
郎
さ
ん
、
末
弟
で
す
。

こ
の
４
人
で
共
同
し
な
が
ら
大
陸
へ

出
て
行
き
ま
し
た
。

　

三
中
井
百
貨
店
の
展
開
は
、
朝
鮮

半
島
を
中
心
に
中
国
大
陸
ま
で
広

後
始
末
を
き
ち
ん
と
す
る
か
不
思
議

で
し
た
が
、
だ
れ
も
が
同
じ
よ
う
に

き
ち
ん
と
拭
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
彼
は
同
じ
こ
と
を
旅
行
中
に
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
。
公
衆
道
徳
の
意
識

が
強
い
と
い
う
こ
と
に
い
た
く
感
心

し
て
い
る
の
で
す
。
次
も
公
衆
道
徳

に
関
す
る
こ
と
で
す
。

「
一
四
．
共
有
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
、
公
園
の
一
木
一
草
と
雖
も
立
札

な
く
も
一
の
小
枝
も
お
ら
れ
ず
、
公

衆
物
の
毀
損
を
見
ざ
る
こ
と
こ
れ
な

り
。」

「
一
六
．
真
実
に
し
て
欺
偽
を
な
さ

ず
こ
れ
な
り
、
道
に
遺
し
も
の
を
拾

は
ず
、
約
束
を
違
ふ
る
こ
と
等
な
し
、

富
国
の
所
以
か
羨
望
の
至
り
な
り
。」

　

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
公
園
と
い

う
公
共
物
の
毀
損
が
な
い
。
そ
れ
か

ら
嘘
を
言
っ
た
り
、
道
に
落
と
し
て

あ
る
も
の
を
拾
っ
た
り
、
約
束
を

破
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、

非
常
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
し
て
い

る
。
と
い
う
こ
と
に
感
心
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
も
同
じ
こ

第
３
章　

朝
鮮
・
中
国
へ
の
出
店

と
で
す
が

「
二
四
．
前
後
の
順
序
を
堅
く
守
り
、

狡
猾
驕
慢
な
る
挙
動
を
な
す
も
の
な

き
こ
と
。」

「
二
五
．
人
に
接
す
る
に
甚
だ
親
切

に
し
て
、
一
見
故
舊
の
如
き
親
し
み

を
以
て
、
道
路
を
訊
ぬ
る
も
人
種
の

別
な
く
懇
切
に
指
唆
し
来
る
の
こ

と
。」

　

行
列
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
乱
す
よ
う

な
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

か
ら
人
に
接
す
る
に
は
な
は
だ
親
切

に
し
て
、
一
見
故
舊
の
ご
と
き
、
親

し
み
を
持
っ
て
道
路
を
訊
ね
る
も
人

種
の
別
な
く
懇
切
に
示
唆
し
来
た
る

こ
と
非
常
に
親
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
勝
治
郎
さ
ん
の
訪
米
の
印

象
を
聞
い
て
、
や
っ
ぱ
り
い
わ
ゆ
る

正
鵠
を
得
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
し
か
も
そ
の
文
章
力
が

す
ご
い
で
す
ね
。
何
度
も
、
よ
く
こ

ん
な
こ
と
を
書
け
た
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
人
柄
が
よ
く
出
て
い
る
旅

行
記
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

が
、
と
て
も
細
か
く
、
実
に
几
帳
面

な
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
北
米
商
業
施

設
旅
行
の
主
な
感
想
を
37
の
項
目
に

分
け
て
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
手
帳
の

最
後
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
そ
の
中

の
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

「
六
．
排
日
の
渦
中
に
入
、
其
実
情

を
み
る
に
人
種
偏
見
に
基
く
米
人
の

伝
導
的
発
露
と
は
言
へ
、
邦
人
の
生

活
下
級
に
し
て
米
人
の
そ
れ
と
相
入

れ
ざ
る
と
、
生
活
下
級
に
甘
ん
じ
進

展
力
の
旺
盛
に
し
て
、
他
日
白
人
の

生
活
を
脅
す
に
至
ら
ん
と
の
米
人
の

恐
怖
も
一
大
原
因
た
ら
ん
。」

　

日
本
人
は
生
活
水
準
が
低
い
と
い

う
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の

中
に
浸
透
し
て
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

人
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
日
本
人
に

職
を
奪
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
恐
怖
心
が
反
日
の
原
因
で
あ
る
と

書
い
て
い
ま
す
。

「
七
．
政
府
の
外
交
方
針
甚
だ
不
振

に
し
て
机
上
の
空
論
を
以
て
実
情
に

遠
ざ
か
り
、
百
年
の
大
針
な
く
苟
且

怠
慢
に
し
て
一
時
を
弥
縫
せ
る
か
の

感
あ
り
、
…
五
十
年
来
の
発
展
し

つ
ゝ
あ
り
し
移
民
を
遂
に
放
棄
す
る

の
や
む
な
き
に
至
れ
る
こ
と
。」

　

政
府
の
移
民
政
策
は
無
策
に
近
い

と
い
う
こ
と
を
非
難
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
彼
は

言
っ
て
、
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
と

こ
ろ
で
す
。

「
八
．
政
府
は
海
外
発
展
の
た
め
貿

易
商
を
庇
護
し
、
官
商
の
思
を
以
て

陰
に
陽
に
策
略
を
劃
策
し
之
が
助
成

に
つ
と
め
、正
銀（
横
浜
正
金
銀
行
）

又
特
に
被
護
に
つ
と
め
相
提
携
し
て

発
展
す
べ
く
、
筋
力
労
働
者
の
渡
航

の
み
に
任
せ
ず
、
資
産
階
級
の
商
人

を
多
数
渡
米
せ
し
む
べ
き
な
り
」

　

こ
の
感
想
が
こ
の
後
、
三
中
井
の

中
国
大
陸
進
出
に
大
き
な
転
機
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
三

中
井
の
経
営
政
策
に
と
っ
て
、
こ
の

旅
行
は
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
一
緒
に
行
っ
た
小

泉
さ
ん
の
場
合
で
も
そ
う
で
す
。
小

泉
重
助
さ
ん
も
非
常
に
大
き
な
感
銘

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

小
泉
の
方
は
こ
れ
か
ら
の
問
屋
と

い
う
の
は
「
た
だ
単
に
物
を
右
か
ら

左
に
移
す
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
、
小
泉

特
有
の
特
殊
特
徴
品
を
作
っ
て
そ
れ

を
売
る
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
問
屋

の
道
は
な
い
」
と
小
泉
重
助
さ
ん
も

大
き
な
影
響
を
受
け
た
人
で
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
視
察
に

出
か
け
て
も
、「
ア
メ
リ
カ
は
ス
ケ
ー

ル
が
全
く
違
う
。
こ
れ
は
参
考
に
な

ら
な
い
、
イ
タ
リ
ア
ぐ
ら
い
が
ち
ょ

う
ど
い
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
イ
タ

リ
ア
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
導
入
し
て

大
き
く
な
り
、
目
下
、
非
常
に
勢
い

の
あ
る
岩
谷
産
業
と
い
う
企
業
が
あ

り
ま
す
。
岩
谷
直
治
さ
ん
と
い
う
創
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写真５　三中井の四兄弟

写真６　平壤の三中井百貨店

写真７　三中井百貨店釜山店

写真８　三中井百貨店新京店

図５　国内外の三中井の出店

が
っ
て
い
ま
す
。
北
京
に
も
あ
り
ま

す
。
南
京
、
上
海
、
そ
れ
か
ら
奉
天
、

新
京
、
新
京
と
い
う
の
は
現
在
の
吉

林
省
長
春
の
こ
と
で
す
。
ハ
ル
ビ
ン
、

牡
丹
江
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
清

津
、
漢
江
、
元
山
、
ソ
ウ
ル
、
釜
山

等
の
販
売
店
は
朝
鮮
中
国
で
、
日
本

の
支
店
の
場
合
は
仕
入
店
で
し
た
。

国
内
外
の
三
中
井
の
出
店
は
20
あ
り

ま
す
。
平
壤
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
百
貨
店
が
あ
り
ま
し
た
。
井
桁

マ
ー
ク
に
三
中
井
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
朝
鮮
中
国
の
従
業
員
数
は
全

て
２
１
９
６
人
で
し
た
。
こ
ち
ら
は

工
場
従
業
員
が
２
１
９
６
人
、
男
子

の
店
員
は
５
４
４
人
。
人
数
が
一
番

多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
京
城
で
す
。
昭

和
10
年
の
こ
と
で
す
。
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こ
れ
を
年
間
い
く
ら
払
っ
た
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
計
算
し
て
み
る
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
資
本
に
対
し
て
１
割
で
す
。

で
す
か
ら
近
江
商
人
も
そ
う
だ
っ
た

の
で
す
が
、
本
店
が
与
え
ら
れ
た
預

け
金
、
元
出
金
に
対
し
て
10
％
の
利

子
を
取
る
と
い
う
の
は
近
江
商
人
の

伝
統
的
な
経
営
管
理
の
や
り
方
で
す
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
踏
襲
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
は
、
経
営
は
良
好
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

こ
の
口
銭
率
と
い
う
荒
利
に
対
し
て

経
費
率
が
少
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

だ
け
稼
ぎ
出
す
の
に
こ
れ
だ
け
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
。
口
銭
率
は
倍

近
い
で
す
ね
、
非
常
に
経
営
状
態
は

良
好
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

図
８
は
昭
和
16
年
度
の
主
要
三
中

井
店
の
営
業
成
績
ト
ッ
プ
５
店
を
比

較
し
た
も
の
で
す
。
昭
和
９
年
度
に

対
し
て
売
上
高
は
群
山
店
を
除
い
て

軒
並
み
増
加
し
、
咸
興
店
は
４
倍
、

京
城
店
は
３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

売
上
高
上
位
５
位
ま
で
の
店
は
、
物

価
上
昇
を
上
回
っ
て
売
上
高
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
口
銭
率
は
10
％
台
前

半
に
落
ち
て
い
ま
す
が
、
営
業
率
も

10
％
前
半
に
減
少
し
て
い
る
の
で
、

営
業
成
績
は
順
調
で
あ
る
と
い
え
、

こ
れ
ら
か
ら
、

　

① 

店
別
の
管
理
会
計
記
録
な
の
で
、

勝
治
郎
は
店
別
の
予
算
管
理
意

識
が
強
か
っ
た
。
事
実
、
彼
は

毎
年
支
店
長
宅
に
宿
泊
し
な
が

ら
経
営
指
導
に
当
た
っ
た
の
で
、

巡
回
看
店
を
職
務
と
し
た
近
江

店
主
人
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
た
と
い
え
る
。

　

② 

売
上
高
の
増
加
は
、
植
民
地
企

業
と
し
て
の
戦
争
拡
大
に
よ
る

軍
需
品
取
り
扱
い
の
増
大
を
反

映
し
て
い
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
店
別

の
管
理
会
計
記
録
な
の
で
、
勝
治
郎

さ
ん
自
身
は
店
別
の
予
算
管
理
意
識

が
強
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

勝
治
郎
さ
ん
は
毎
年
各
店
舗
の
支
店

長
宅
を
訪
問
し
て
、
宿
泊
し
な
が
ら

経
営
指
導
に
当
た
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
勝
治
郎
さ
ん
が
来
る
の
で
、

後
継
者
の
支
店
長
の
方
の
奥
さ
ん
は

そ
れ
こ
そ
接
待
が
大
変
だ
っ
た
と
こ

ぼ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
巡
回
営
業

指
導
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

や
っ
ぱ
り
近
江
店だ
な

の
主
人
の
伝
統
を

受
け
継
い
で
い
た
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

中
江
家
に
調
査
に
行
っ
た
と
き
に

見
せ
て
も
ら
っ
た
勝
治
郎
さ
ん
の
経

営
手
帳
は
10
冊
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

手
帳
は
当
時
の
第
一
銀
行
が
配
っ
て

い
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
昔
は

銀
行
が
手
帳
配
っ
て
ま
し
た
の
で
そ

れ
を
二
次
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
符
丁（
暗
号
）を
使
っ
て
出

店
の
経
営
状
況
の
記
述（
写
真
９
）

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
手
帳
に
は
営

業
報
告
書
の
ほ
か
に
勝
治
郎
さ
ん
自

身
が
自
分
で
必
要
な
項
目
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
一
覧
表
に
作
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
全
部
暗
号
で
す
が
そ
れ
を

数
字
に
直
し
ま
し
た
の
が
図
７
で
す

　

昭
和
９
年
度
の
勝
治
郎
の
管
理
会

計
手
帳
の
集
計
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
あ
の
手
帳
に
書
い
て
あ
っ
た

数
字
は
管
理
会
計
な
の
で
す
。
出
店

を
会
計
的
に
管
理
す
る
た
め
の
貴
重

な
メ
モ
な
の
で
、
ご
本
人
だ
け
が
わ

か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
貸

借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
元
出
金
が
ど
ん
な
風

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。
総
益
計
算
部
分
は
売
上
高
で

す
。
口
銭
率
は
売
買
総
利
益
率
、
い

わ
ゆ
る
粗
利
の
こ
と
で
す
。
こ
の
利

子
と
い
う
の
は
、
資
本（
元
手
金
）と

し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
１

か
月
単
位
の
金
額
で
す
。
で
す
か
ら
、

第
４
章　

三
中
井
の
経
営
状
況

写真９　三代目勝治郎による符牒を使った出店の経営状況の記述
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第
５
章　

店
員
の
制
度

図７　昭和９年度の勝治郎の管理会計手帳の集計（単位：円）

図７ 昭和9年度の勝治郎の管理会計⼿帳の集計
（単位：円） 
貸借対照表部分     ❘❘ 損益計算書部分

店名 資本 ⼟地  店舗 商品   ❘❘      売上    ⼝銭率％ 経費率％ 家賃（⽉） 利⼦（⽉）

京城 536.000 263.900 623.500 476.900     1.500.000 21.5 19.8 8.750  4.470
釜⼭ 115.000  50.300 835.000    191.200             430.000       24.3 16.9 1.700          1.584
平壌 180.000      34.700 265.000    200.000             452.000       22.8 22.7 3.150          1.500
⼤邱 140.000      10.000 136.800    149.600             330.000       17.0 19.8 2.06            1.166
咸咸興興   7777..000000        1111..880000   6699..5500     8811..000000                330000..000000        2255..00 1122..88   990000                664422
元元山山      7722..000000        2200..000000      4422..440000    111100..220000                228800..000000        2244..22 1144..33          775500                660000

群群山山   6644..000000        2266..110000      5500..110000      8855..110000                225500..000000        2233..66 1144..44          880000                556666

木木浦浦   5511..000000        5511..000000        66..330000      6699..990000                220000..000000        2255..44 1144..77          220000                442255
大大田田   5544..000000        -- -- 8822..440000                115500..000000        2255..99 1188..77          110000                445500

光光州州      2288..000000          88..000000        11..550000      3300..440000                110000..000000        2255..44 1144..77            9900                223333
興興南南      2288..000000        -- 11..660000      3322..000000                111155..000000        1144..66 1122..99            5500                223333

晋晋州州   1122..000000          33..000000      1111..770000      1199..330000                  4433..000000        --   -- 115500                --

新新京京   5500..000000        5500..000000      -- 1188..880000                  1100..000000        2299..77            -- 330000                441177
東東京京   3300..000000        3300..000000      3322..880000      2299..880000                  3377..000000        1199..00 1177..22          -- 225500

京京都都   1144..000000          33..000000      1111..770000      1199..330000                  4433..000000        2299..22 1111..88          115555                110000

図８　昭和16年度の主要三中井店の営業成績表（単位：円、％）

図８ 昭和16年度の主要三中井店の営業成績表
(単位：円、％)

店名 売上⾼   在品髙 同⽐率  売買益   同⽐率   営業費  同⽐率

           京城 4.618.800 670.335  14.5     674.321  14.6     659.882  14.3
           釜⼭ 2.329.666 395.200  15.0  525.430  20.0     299.743  11.4
           平壌 2.344.151 314.353  13.4     449.143  19.1     269.772  11.5
           ⼤邱 1.347.018 233.411  17.3     262.312  19.4         156.193  11.5
            咸咸興興 11..223355..112266 220022..117700   1155..77     224411..776688   1177..33       112288..117700       99..99

昭和9年度に対して売上⾼は群⼭店を除いて軒並み増加し、咸興店は4倍、京城店は3倍に増加して
いる。売上⾼上位5位までの店は、物価上昇を上回る売上⾼の上昇である。
⼝銭率は10％台前半に落ちているが、営業率も10％全半に減少しているので、営業成績は順調。
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⼝銭率は10％台前半に落ちているが、営業率も10％全半に減少しているので、営業成績は順調。

　

三
中
井
百
貨
店
の
店
員
に
対
し
て

配
っ
た
も
の
と
し
て
三
中
井
呉
服
店

の
「
憲
則
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。（
図
９
）

　

特
殊
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
ま
す

と
、ま
さ
に
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。
第
１
条
か
ら
第

５
条
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
第
５

条
は
「
自
己
は
日
々
新
工
夫
を
廻
ら

し
益
々
向
上
発
展
し
、
時
運
の
趨
勢

に
遅
れ
ざ
ら
ん
事
に
努
力
す
べ
し
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
憲
則
」の
第
16

条
で
は
、「
商
業
報
国
」
の
精
神
か
ら

従
業
員
を
商
戦
士
と
言
い
、
呼
び
方

は
丁
稚
、
手
代
、
番
頭
、
支
配
人
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
陸
軍
の
階
級

の
名
前
に
比
例
し
て
、
下
は
二
等
兵

か
ら
上
は
元
帥
の
間
に
分
か
れ
て
い

ま
し
た
。
三
中
井
の
従
業
員
は
み
ん

な
23
歳
ま
で
軍
隊
組
織
の
中
に
入
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
商
戦
士
と
呼
ば

れ
て
お
り
、「
商
戦
士
は
毎
月
一
回
必

ず
端
書
を
以
て
父
兄
の
安
否
を
慰
問

す
べ
し
」
と
し
、
第
18
条
で
は
、「
店

長
は
部
下
商
戦
士
を
適
所
に
配
し
て

商
務
を
督
励
し
、
規
律
を
正
し
、
店

務
を
整
頓
す
べ
し
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
軍
隊
の
階
級
組
織
に
似
た
店

員
の
組
織
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
京
城
の
店
長
で
あ
っ
た
富
十
郎

さ
ん
は
商
戦
士
で
大
将
で
し
た
。
つ

ま
り
経
営
の
ト
ッ
プ
の
重
責
を
担
っ

て
い
る
の
は
佐
官
級
、
少
佐
以
上
と

な
り
、
最
初
に
店
に
入
っ
た
人
は
二

等
兵
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

第
46
条
で
は
入
店
後
５
か
年
を
経

過
し
た
者
、
ま
た
は
徴
兵
検
査
を
受

け
る
者
は
帰
省
し
な
さ
い
、
24
歳
以

上
の
者
は
隔
年
、
30
歳
以
上
の
者
は

毎
年
１
回
帰
省
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

近
江
商
人
の
登
り
制
度
が
維
持
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
、
森
善
一
さ
ん
と

い
う
元
の
店
員
の
自
叙
伝
が
残
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
当
時
の
よ
う
す
が

非
常
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。

【
元
店
員 

森
善
一
の
「
自
叙
伝
」】

（
山
脇
家
の
縁
者　

能
登
川
町
川
南

の
出
身
）

　

六
年
生
か
ら
尋
常
高
等
一
年
に
進

ん
だ
。
然
し
一
年
を
修
め
て
退
学
し
、

祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
滋
賀
の
里（
五

個
荘
）に
帰
っ
た
。
里
の
近
く
の
三

中
井
の
社
長
宅
を
本
部
と
い
い
、
そ

の
近
く
に
事
務
所
が
あ
っ
て
、
滋
賀

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
同
じ
年
位
の
者
が

数
多
く
来
て
お
り
、
此
処
で
約
一
ヶ

月
程
珠
算
を
主
と
し
て
奉
公
に
必
要

な
心
構
え
や
、
三
中
井
の
事
な
ど
勉

強
さ
せ
ら
れ
た
。
勉
強
中
に
勤
務
先
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が
決
定
さ
れ
る
。

　

引
率
さ
れ
て
下
関
ま
で
汽
車
、
下

関
か
ら
連
絡
船
で
玄
界
灘
を
渡
り
釜

山
へ
と
長
い
旅
を
し
て
見
知
ら
ぬ
朝

鮮
へ
上
陸
す
る
。
私
と
数
名
は
釜
山

店
勤
務
で
残
り
、
他
の
者
は
列
車
で

そ
れ
ぞ
れ
の
支
店
に
向
か
っ
て
行
く
。

こ
の
三
中
井
は
京
都
と
東
京
に
仕
入

部
が
あ
り
、
当
時
朝
鮮
の
京
城
に
本

店
、主
要
都
市
十
ヵ
所
に
支
店
、出
張

所
を
設
け
、
百
貨
店
を
経
営
し
、
朝

鮮
で
は
知
ら
ぬ
者
が
な
い
位
に
発
展

し
て
い
た
。
こ
れ
が
昭
和
三
年
四
月

で
私
の
数
え
十
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

…（
中
略
）…
こ
の
三
中
井
の
社
員
は

総
て
商
戦
士
と
言
う
、
陸
軍
の
階
級

に
準
じ
た
制
度
を
と
り
、
私
の
よ
う

な
小
学
校
出
の
も
の
は
、
商
戦
士
二

等
兵
か
ら
始
ま
り
、
一
年
毎
に
一
等

兵
、上
等
兵
と
階
級
が
進
む
。上
等
兵

ま
で
が
赤
字
の
色
に
白
ヌ
キ
の
住
友

と
同
じ
イ
ゲ
タ
バ
ッ
チ
を
付
け
、
伍

長
か
ら
曹
長
迄
の
下
士
官
は
空
色
の

地
。
少
尉
に
な
る
と
青
地
、
商
戦
士

少
佐
に
進
む
と
紫
地
。
将
官
級
は
黄

色
の
地
に
白
の
イ
ゲ
タ
と
い
う
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
階
級
が
進
み
バ
ッ

チ
の
地
色
が
替
わ
っ
た
時
の
喜
び
は

格
別
で
あ
た
。
…（
中
略
）
…
こ
の

丁
稚
奉
公
も
五
年
目
に
な
る
と
初
帰

り
と
い
っ
て
、
か
な
り
長
い
休
暇
が

与
え
ら
れ
郷
里
へ
帰
れ
る
仕
来
り
と

な
っ
て
い
た
。
私
は
確
か
十
八
歳
の

時
に
初
め
て
、
神
戸
に
い
る
祖
父
の

抑
留
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
22
年
の

５
月
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。

　

準
五
郎
に
も
子
供
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
正
次
と
い
う
人
を
養
子
に
し

ま
し
た
が
、
正
次
は
、
戦
後
に
ワ

コ
ー
ル
に
入
社
し
て
い
ま
す
。
同
じ

く
三
中
井
の
社
員
で
し
た
が
、
な
か

な
か
の
切
れ
者
で
平
城
の
支
配
人
を

務
め
た
奥
忠
三
も
同
じ
く
ワ
コ
ー
ル

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
９
年
11
月
に
東
京
で
日
本
青

年
協
会
会
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
青
年
協
会
と
い
う
の
は
、
文
部

省
が
中
心
に
な
り
、
青
年
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
を
合
宿
の
形
で
養
成
す
る

と
い
う
形
で
で
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
時
勝
治
郎
が
訪
問
し
た
人
の
こ
と

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

 

清
浦
奎
吾（
元
首
相
、
日
本
青
年

協
会
総
裁
）

　

 

宇
垣
一
成（
陸
軍
大
臣
、
日
本
青

年
協
会
会
長
）

も
と
へ
帰
っ
た

　

森
さ
ん
の
文
章
は
、
階
級
が
進
み

バ
ッ
ジ
の
地
色
が
変
わ
っ
た
時
の
喜

び
は
格
別
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い

ま
す
。
こ
の
人
は
両
親
を
小
さ
い
時

に
無
く
し
て
お
り
、
お
じ
い
さ
ん
に

育
て
ら
れ
、
山
脇
家
の
娘
さ
ん
と
結

　

中
江
家
の
養
子
の
群
像
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
10
は
私
が
１
９
９
３
年
10
月
28

日
中
江
章
浩
氏
に
聞
き
取
り
調
査
し

た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
中

江
勝
治
郎
さ
ん
に
は
子
供
が
い
な

か
っ
た
の
で
、
第
一
養
子
と
な
っ
た

の
が
中
江
修
吾（
の
ち
の
４
代
目
勝

治
郎
）と
い
う
人
で
、
京
都
第
一
商

業
学
校
か
ら
慶
応
大
学
を
卒
業
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
第
二
養
子
と
し
て
は

中
江
悌
一（
後
の
将
悌
）さ
ん（
写
真

９
）で
す
が
、
彼
は
富
十
郎
の
長
男

で
す
。
富
十
郎
家
は
長
男
を
養
子
に

出
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
富
十
郎
家

の
後
継
者
は
、
娘
の
京
子
と
結
婚
し

て
養
子
に
な
っ
た
中
江
章
浩
に
な
り

ま
し
た
。
章
浩
は
、
明
治
43
年
８
月

12
日
生
ま
れ
、
亀
岡
市
出
身
で
同
志

社
の
卒
業
生
。
昭
和
10
年
三
中
井
に

入
店
、
昭
和
20
年
８
月
１
日
に
軍
隊

に
招
集
さ
れ
、
す
ぐ
に
シ
ベ
リ
ア
に

第
６
章　

同
族
経
営

図
９

株
式
会
社
三
中
井
呉
服
店
の

「
憲
則
」第

一
章
精
神

第
一
条

自
己
は
国
家
を
念
と
し
、
人
道
を
重
ん
じ
、
正
直
を
旨
と

べ
し

第
二
条

自
己
は
長
上
を
敬
ひ
部
下
を
愛
す
べ
し

第
三
条

自
己
は
身
体
の
健
康
と
共
に
、
忍
耐
力
の
増
進
に
勉
む
べ

し第
四
条

自
己
は
常
に
節
約
と
勤
勉
の
習
慣
を
修
得
す
べ
し

第
五
条

自
己
は
日
々
新
工
夫
を
廻
ら
し
益
々
向
上
発
展
し
、
時
運

の
趨
勢
に
遅
れ
ざ
ら
ん
事
に
努
力
す
べ
し

第
十
六
条

商
戦
士
は
毎
月
一
回
必
ず
端
書
を
以
て
父
兄
の
安
否

を
慰
問
す

べ
し

第
十
八
条

店
長
は
部
下
商
戦
士
を
適
所
に
配
し
て
商
務
を
督
励

し
、
規
律
を
正
し
、
店
務
を
整
頓
す
べ
し

（
軍
隊
の
階
級
組
織
）

第
四
十
六
条

入
店
後
五
ヶ
年
を
経
過
し
た
る
者
、
又
は
徴
兵
検

査
を
受
け
く
る
者
は
帰
省
せ
し
め
、
廿
四
歳
以
上
の
者
は
隔
年
、

三
十
歳
以
上
の
者
は
毎
年
一
回
帰
省
す
る
事
を
得
。

（
登
り
制
度
の
維
持
）

図９　株式会社三中井呉服店の「憲則」

写真10　中江家蔵版『当用声明集』

婚
し
て
い
る
の
で
、
将
来
を
期
待
さ

れ
て
い
た
人
で
す
。

　

同
時
に
出
店
で
は
毎
朝
「
当
用
声

明
集
」（
写
真
10
）が
配
ら
れ
、
正
信

偈（
親
鸞
が
作
っ
た
浄
土
真
宗
の
教

え
）を
毎
朝
唱
え
た
と
い
う
の
で
す
。

仏
教
を
中
心
と
し
た
精
神
的
な
し
き

た
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。
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図10　中江家の養子の群像（1993年10月28日　中江章浩氏聴き取り調査）

勝
治
郎
の
二
人
の
養
嗣
子

　

�

第
一
養
子
　
中
江
修
吾
の
ち
に
四
代
目
勝
治

郎　

京
都
第
一
商
業
か
ら
慶
応
大
学
卒

　

勝
治
郎
姉
の
嫁
ぎ
先
河
井
粂
治
郎
の
次
男
。

　

�

第
二
養
子
　
中
江
悌
一
、
後
に
将
悌
、
彦
根

高
商
卒　

富
十
郎
の
長
男

富
十
郎
の
養
子

　

�

富
十
郎
の
娘
京
子
と
結
婚
し
て
、
養
子
中
江

章
浩
と
な
る
。
明
治
43
年
８
月
12
日
生
、
亀

岡
市
出
身
、
同
志
社
卒

　

�

昭
和
10
年
に
縁
故
に
よ
り
三
中
井
入
店
（
嫂

が
勝
治
郎
妻
の
い
と
こ
）

　

�

昭
和
20
年
８
月
１
日
に
召
集
さ
れ
シ
ベ
リ
ア

抑
留
を
へ
て
、
昭
和
22
年
５
月
に
帰
国

　

�

養
子
章
浩
の
勝
治
郎
印
象
：
几
帳
面
、
質
素

な
生
活
態
度
、
金
員
の
出
納
に
厳
し
い
、
春

～
秋
に
回
店

　

�

裏
千
家
と
懇
意
、
毎
日
開
店
前
に
全
員
で
正

信
偈
唱
和

準
五
郎
の
養
子

　

�

正
次（
せ
い
じ
）、戦
後
に
ワ
コ
ー
ル
入
社（
三

中
井
社
員
、
奥
忠
三
も
ワ
コ
ー
ル
入
社
、
元

平
壌
店
支
配
人
『
ワ
コ
ー
ル
三
十
年
の
あ
ゆ

み
』）

　

妻
富
美
子
は
山
脇
家
か
ら
の
養
女

　

 

鈴
木
貫
太
郎（
海
軍
軍
令
部
長
、日

本
青
年
協
会
創
立
メ
ン
バ
ー
）

　

 

岡
田
良
平（
文
部
大
臣
、
日
本
青

年
協
会
創
立
メ
ン
バ
ー
）

　

 

関
屋
龍
吉（
文
部
省
社
会
教
育
局

長
、
日
本
青
年
協
会
創
立
メ
ン

バ
ー
）

　

大
橋
忠
一（
満
州
国
外
交
次
長
）

　

 

南
次
郎（
朝
鮮
軍
司
令
官
、
関
東

軍
司
令
官
、
朝
鮮
総
督
）

　

 

植
田
謙
吉（
朝
鮮
軍
司
令
官
、
関

東
軍
司
令
官
）

　

朴
重
陽（
朝
鮮
参
議
院
の
副
議
長
）

　

勝
治
郎
は
、
日
本
青
年
協
会
の
設

立
者
や
創
立
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

政
治
家
や
軍
人
と
も
非
常
に
密
接
な

付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
南
次
郎

は
、
朝
鮮
軍
司
令
官
で
し
た
が
、
後

に
朝
鮮
総
督
に
な
る
人
で
す
し
、
植

田
健
吉
は
、
関
東
軍
司
令
官
で
す
。

一
方
で
朝
鮮
の
人
で
懇
意
に
し
て
い

た
の
は
朝
鮮
参
議
院
の
副
議
長
を
し

た
朴
重
陽
で
、
政
商
と
し
て
の
勝
治

郎
の
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
13
年
の
勝
治
郎
の
手
帳
に
書
か

れ
て
い
た
こ
と
は
、
正
に
国
家
や
軍

と
の
関
係
を
密
に
し
た
事
業
計
画
で

す
。（
図
11
）

「
中
国
に
展
開
す
る
洋
服
工
場
に
関

す
る
覚
書
」
と
し
て
「
新
京
店
洋
服

工
場
の
目
的
に
つ
い
て
『
独
逸
ミ
シ

ン
を
い
れ
、
12
月
よ
り
就
業
す
る
こ

と
と
な
り
、
全
部
完
成
は
六
月
中
な

ら
ん
、
軍
装
品
の
拡
張
を
謀
ら
ん
』

と
し
、
将
来
的
に
は
満
州
全
土
の
半

数
を
引
請
け
ん
よ
う
と
し
、
さ
ら
に

同
店
の
二
千
坪
の
工
場
用
地
の
取
得

を
図
っ
て
「
官
給
服
を
専
門
と
し
軍

部
服
装
を
目
的
と
す
、
漸
次
済
南
青

島
よ
り
南
京
に
及
ぶ
べ
し
」
と
の
将

来
の
展
望
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
奉
天
店
工
場
部
門
に
対

し
て
は
「
毛
皮
染
工
場
は
軍
部
の
用

達
を
な
す
事
と
な
れ
ば
、
将
来
狭
隘

と
な
る
を
以
て
、
工
業
地
帯
鉄
西
に

於
て
大
工
地
を
買
得
す
る
こ
と
」
と

奉
天
で
の
工
場
の
拡
張
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ハ
ル
ビ
ン
店
に
つ

い
て
は
、「
商
事
部
を
営
む
。
35
万

円
。」と
い
う
こ
と
が
符
丁
で
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。「
35
万
円
の
売
り
上
げ

を
な
す
官
方
面
を
主
と
な
す
」
と
は

要
す
る
に
、
軍
部
の
御
用
達
商
と
し

て
の
発
展
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

三
中
井
の
創
業
者
は
４
人
で
す
が
、

４
人
の
没
年
は
勝
治
郎
さ
ん
が
昭
和

19
年
９
月
25
日
、（
西
村
）久
次
郎
は

20
年
４
月
29
日
、
富
十
郎
が
13
年
11

月
14
日
、
準
五
郎
は
12
年
で
す
。
つ

ま
り
、
日
本
の
終
戦
の
前
に
全
員
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

図11　昭和13年の勝治郎の手帳

図
11
昭
和
一
三
年
の
勝
治
郎
の
手
帳

中
国
に
展
開
す
る
洋
服
工
場
に

関
す
る
覚
書

・
北
京
店
洋
服
工
場
の
目
的
に
つ
い
て

「
独
逸
ミ
シ
ン
を
い
れ
、
十
二
月
よ
り
就
業
す

る
こ
と
と
な
り
、
全
部
完
成
は
六
月
中
な
ら

ん
、
軍
装
品
の
拡
張
を
謀
ら
ん
、
将
来
全
満

の
半
数
を
引
請
け
ん
と
す
」

さ
ら
に
同
店
の
二
千
坪
の
工
場
用
地
の
取
得
を

図
っ
て

「
官
給
服
を
専
門
と
し
軍
部
服
装
を
目
的
と
す
、

漸
次
済
南
青
島
寄
り
南
京
に
及
ぶ
べ
し
」

・
奉
天
店
工
場
部
門
に
対
し
て

「
毛
皮
染
工
場
は
軍
部
の
用
達
を
な
す
事
と
な

れ
ば
、
将
来
狭
隘
と
な
る
を
以
て
、
工
業
地

帯
鉄
西
に
於
て
大
工
地
を
買
得
す
る
こ
と
」

・
哈
爾
浜
店
に
つ
い
て

「
商
事
部
を
営
み
三
五
万
円
の
売
上
を
な
す
、

官
方
面
を
主
と
な
す
」

軍
部
の
御
用
達
商
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写真12　浅井宇一氏

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　

外
村
市
郎
兵
衛
１
１
９
票
、

　

外
村
与
左
衛
門
１
１
０
票
、

　

外
村
宇
兵
衛 

98
票
、

　

山
村
幸
太
郎
93
票
、

　

中
江
勝
治
郎
92
票

が
当
選
で
、
４
代
目
勝
治
郎
が
地
区

評
議
員
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

23
年
３
月
12
日
の
地
区
評
議
員
選
挙

で
は

　

外
村
与
左
衛
門
64
票
、

　

外
村
宇
兵
衛
63
票
、

　

松
井
甚
造
62
票
、

　

山
村
幸
太
郎
46
票
、

　

ほ
か
６
名
が
当
選
し
ま
し
た
が
、

中
江
勝
治
郎
は
22
票
で
落
選
し
て
い

ま
す
。

４
月
に
２
回
目
の
招
集
を
受
け
カ

イ
メ
イ
の
飛
行
隊
に
い
た
が
、
戦

争
が
終
わ
っ
た
と
い
う
の
で
、
平

壤
の
店
に
行
っ
た
ら
も
う
ご
っ
た

返
し
て
た
。
そ
し
て
釜
山
で
も
も

う
早
く
帰
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て

舞
鶴
に
上
陸
し
た
。

　
 

森
善
一（
大
正
４
年
１
月
20
日

生
）７
月
15
日
召
集　

⇒

開
城　

⇒
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留　

⇒

22
年
10
月

３
日
能
登
川
帰
国

　

戦
後
の
昭
和
21
年
３
月
17
日
、
金

堂
村
で
は
地
区
評
議
員
選
挙
が
行
わ

終
章　

昭
和
戦
後
の
三
中
井

　

昭
和
20
年
に
は
、
男
子
就
業
禁
止

令
が
出
て
、
三
中
井
の
社
員
も
軍
隊

に
と
ら
れ
ま
し
た
。
中
江
家
に
関
係

す
る
人
物
と
し
て
は

　

 

中
江
将
悌（
明
治
45
年
２
月
14
日

生
）京
城
の
師
団
に
招
集
さ
れ
、21

年
３
月
帰
国

　

 

中
江
章
浩（
明
治
43
年
８
月
12
日

生
）８
月
１
日
召
集
さ
れ
シ
ベ
リ

ヤ
抑
留
、
22
年
５
月
帰
国

　

 

浅
井
宇
一（
明
治
43
年
６
月
３
日

生
）は
従
業
員
で
す
。釜
山
の
副
店

長
、商
戦
士
、階
級
は
少
佐
を
務
め

た
人
で
す
。
こ
の
人
は
昭
和
20
年

　

一
方
、
昭
和
23
年
の
県
民
税
県
村

民
税
付
加
額
一
覧
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
が
、
外
村
与
左
衛
門
１
万
８
０

０
円
、
外
村
宇
兵
衛
６
２
２
９
円
、

外
村
市
郎
兵
衛
６
０
０
９
円
、
中
江

勝
治
郎
４
８
６
９
円
で
す
か
ら
資
産

を
な
く
し
た
と
は
い
え
残
っ
て
い
た

の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
21
年
か

ら
23
年
の
間
に
４
代
目
の
中
江
勝
治

郎
さ
ん
は
こ
の
地
区
の
衆
望
を
失
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

　

戦
後
の
三
中
井
は
、「
三
中
井
会
」

と
い
う
組
織
を
作
り
親
睦
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
第
12
回
は
、

お
そ
ら
く
最
後
の
三
中
井
会
の
名
簿

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
名

簿
は
浅
井
さ
ん
か
ら
頂
い
た
も
の
で
、

そ
こ
に
３
７
８
人
の
住
所
と
電
話
番

号
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
４
年
に
１

回
ぐ
ら
い
三
中
井
会
が
開
か
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
引
き
上
げ

て
き
た
人
た
ち
は
そ
れ
な
り
に
横
の

連
絡
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
ん

せ
日
本
一
の
規
模
の
百
貨
店
の
劇
的

な
変
化
が
お
こ
っ
た
の
で
す
。
敗
戦

と
い
う
最
大
の
要
因
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
ほ
か
に
も
一
挙
衰
亡
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は

・ 

創
業
者
団
の
同
時
期
喪
失 

─ 

世

代
交
代
の
困
難

・ 
次
世
代
の
兵
役
招
集 

─ 

経
営
陣

の
不
在

・ 

敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク 

─ 

植
民
地
販

売
網
の
全
崩
壊

・ 

衆
望
喪
失 

─ 

国
内
市
場
開
拓
の

困
難

・ 

同
族
重
視
の
経
営 

─ 

経
営
の
合

理
化
と
組
織
化
困
難

　

こ
れ
ら
が
そ
の
要
因
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
一
つ
と
し
て
は
、
創

業
者
団
の
同
時
期
喪
失
、
要
す
る
に

世
代
交
代
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
次
世
代
の
人
た
ち
が
兵

役
に
招
集
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
経
営

陣
が
不
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

会
社
の
職
と
共
に
植
民
地
企
業
と
し

て
販
売
市
場
を
全
て
失
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
先
述
の

地
区
評
議
員
の
選
挙
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
衆
望
の
喪
失
が
あ
り
ま
す
。
地

域
で
の
地
位
の
損
失
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
、
国
内
に
販
売
拠
点

を
移
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
困
難

が
あ
っ
た
。
全
部
販
売
を
大
陸
で

や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
国
内

に
あ
っ
た
の
は
仕
入
れ
店
だ
け
で
す
。

だ
か
ら
国
内
市
場
を
新
た
に
開
拓
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
選

挙
の
結
果
を
み
て
も
、
結
局
は
同
族

重
視
の
経
営
と
い
う
の
が
、
経
営
の

合
理
化
と
組
織
化
を
困
難
に
し
た
と

い
う
こ
と
が
三
中
井
衰
亡
の
大
き
な

要
因
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
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